










横浜市における母子間感染の予防 

昭和 61 年 1月より全国的に出産時における B型肝炎の感染予防事業が始まるに当たり,横

浜市における過去 10 年間の成績をまとめ,今後の対策の資料とする。 

昭和51年7月より,横浜市内15保健所における妊婦外来で,妊娠時,梅毒血清反応のための

血清の残りを使って HBV 関連抗原・抗体の検査を行った。 

その結果を検査実施年度別に表示すると,表一 1の如くで HBs抗原の保有率は昭和 57 年度

迄はほぼ 2%である。そのうちの e抗原者は 20→10%と減少したが,昭和 57 年度以降は抗原

については愛児センターと保健所の取扱いが多いため急増し,全体像はつかめなくなった。

過去の感染の指標である HBs抗体保有率は 15%→10%へと減少している。この抗体保有率を

妊婦の出生年別にわけて調べると図一 1 に示す如く、戦時中生まれの 20%を超えるものか

ら順次低下し、特に昭和 30 年の後半に生まれたものでは著しい。 

母子間感染の防御は昭和55年12月に第1例を行って以来,診療所→保健所→愛児センター,

診療所→愛児センターへの紹介ルートも出来上がり防御件数も表一 2 にみられる如く,昭

和 58 年度迄は年々増加した。 


